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主な活動2
• 2019年2月 アジア諸国の終末期関連法規一覧ページ 
(⇒ウェブサイト関連法規リスト) 

• 2019年2月 台湾「患者自主権利法」の翻訳 

• 2019年2月 台湾NTU、NTUHを訪問(Daniel Tsai, Shao-yi等) 

• 2019年3月 韓国の延世大学、東国大学、St Mary’s Hospital
を訪問(Ilhak Lee, Sang Yeon Sue, Sun Hyun Kim等) 

• 2019年10月 厚労省プロセスガイドラインの英訳 

• 2019年12月 ウェブサイト立ち上げ 
asian-eolc-ethics.com (それまではCAPE生命倫理)

主な活動3
• 2020年1月 日本の透析中止の倫理的問題についての論文  
(田中、児玉) 

• 2020年2月 台湾で終末期医療に関する調査 

• 2020年3月 日英終末期医療に関する法政策比較研究プロジェク
トの報告 (田中) 

• 2020年4月 韓国「ホスピス・緩和医療および終末期患者の延命
医療の決定に関する法律」(改正)の翻訳 (洪) 

• 2020年5月 本研究に関する記事が神戸新聞に掲載 

• 2020年7月 安楽死や治療中止等、終末期医療に関するレポート
(更新)を公開 (田中)



透析中⽌を考える（上）現在の枠組みにおける検討 ⽥中美穂、児⽟聡｜WEBRONZA 朝⽇新聞社の⾔論サイト

1. まだ人生の最終段階(終末期)ではないので治療中止はできない 

2. 人生の最終段階でなくても患者は治療拒否権を持っているから
中止できる

Q 透析を続ければまだ長く生きられる見込みのあるESKD 
(末期腎不全)患者の治療中止について、厚労省のプロセス
ガイドラインはどのような立場を採っているでしょうか?
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意思決定のプロセスは書いてあるが、 
「人生の最終段階」かどうかはどうやって決まるのか?

「人生の最終段階」の説明は解説編にある

人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン解説編(2018)



基本的に2007年解説編の「終末期」を 
「人生の最終段階」に変えただけ

終末期医療の決定プロセスに関するガイドライン解説編(2007)

• 死につながる治療の中止を検討する際の考慮事項 

• 人生の最終段階であること。これは医学的判断と考えられる 
(四分割表で言えば「医学的適応」) 

• 中止を求める本人の意思決定が基本的に必要であること 
(「患者の意向」)

厚労省プロセスガイドラインの構造

• 死につながる治療の中止を検討する際の考慮事項 

• 人生の最終段階であること (これに当てはまらない) 

• 中止を求める本人の意思決定が基本的に必要であること 

福生事件のような透析患者は人生の最終段階に
ない⇒厚労省プロセスガイドラインが適用され
ない

透析医の見解

岡田一義. (2019). 日本透析医学会「維持血液透析の開
始と継続に 関する意思決定プロセスについての提言」
―― その後の実態調査 ――. 日本透析医会雑誌, 34(1), 
110‒116.



透析医の見解 (2019)

基本的に終末期ではない 
透析患者の治療中止に否定的

岡田一義. (2019). 日本透析医学会「維持血液透析の開
始と継続に 関する意思決定プロセスについての提言」
―― その後の実態調査 ――. 日本透析医会雑誌, 34(1), 
110‒116.

公立福生病院事件についてのコメント

1. 人生の最終段階にないと治療中止はできない 
(プロセスガイドライン) 

2. 透析患者は人生の最終段階にない 
(末期の場合を除く) 

3. よって、透析患者は治療中止はできない

プロセスガイドラインと透析患者

日本透析医学会

2020年

なお，透析見合わせは，透析を差し控える，または，透析の継続を中止するのではなく，
透析を一時的に実施せずに，病状の変化によっては透析を開始する，または，再開する 
意味がある用語であり，現在は定着している．(提言、緒言177頁)


